






























閘門管理支援業務

国等の河川管理者が設置する河川管理施設の維持管理を支援する業務を
受託し、安全で災害に強い川・豊かで美しい川づくりに貢献しています。

河川の維持管理の
受託事業

船頭平閘門管理事務所
（木曽川文庫）

災害の激甚化や河川管理施設等の老朽化が進む中で、河川の
維持管理を適切かつ適正に実施し、健全な状態で保全していく
ことの重要性が高まっています。
このため、堤防等河川管理施設や河道の点検や、点検結果の評
価を適切に行い、必要な修繕等を効果的・効率的に実施すると
ともに、巡視も含めたモニタリングを確実に進めていくことが必
要です。
河川管理の現場に対し、実務や知見の豊富な専門家による支援
を行っています。

船頭平閘門

河川管理施設の監理業務

船頭平閘門

明治改修で整備された、重要文化財である船頭平閘門と隣接す
る公園の管理を受託しています。

木曽川と長良川を結び、今も現役の閘門として確実な操作、　 
管理、点検を行っています。

船頭平閘門

多くの人が訪れる緑豊かな公園内の樹木やトイレなどの施　 
設が、安全に利用できるよう管理を行っています。

船頭平公園

船頭平閘門　



出版書籍 http://www.kasen.or.jp/study/tabid63.html
http://www.kasen.or.jp/school/tabid240.html

当財団の研究成果は、必要に応じ書籍として発刊・出版し、広く一般社会への還元に努めることとしております。 書籍のお求めは、
各出版社・書店にお問い合わせ下さい。出版社が当財団となっているものについては当財団企画部までお問い合わせ下さい。

電子書籍・プリントオンデマンド(POD)を始めました

この度、都合により書店にて販売されていなかった右記の二冊が、お手軽に
購入できることになりました。ご希望の方はAmazon(kindle)、楽天(kobo)、
iTunes(iBookstore)等で電子書籍をお求めできます。また、プリントオンデ
マンドは、Amazon(プリント・オン・デマンドプログラム)、三省堂(三省堂オン
デマンド)が利用できます。

樹林帯の手引き

編著　財団法人 
　　　河川環境管理財団
監修　国土交通省河川局治水課
価格　電子書籍：3,600円（税抜）
　　　POD     ：4,500円（税抜）
発刊　平成22年1月25日

木材活用工法ガイドブック(案)

編著　財団法人 
　　　河川環境管理財団
価格　電子書籍：4,640円（税抜）
　　　POD     ：5,800円（税抜）
発刊　平成22年1月25日

編集・発行
編集協力  
　
価 格　        
発 刊　       

　水辺で安全に活動するためのテクニック、準備・装備、心構えなどを紹介
する冊子。初めての川体験や川のキャンプをはじめとした水辺での活動を
する保護者・団体・学校関係者等の必読書。

公益財団法人河川財団
NPO法人川に学ぶ体験　
活動協議会
100円（税抜）
平成26年7月

水辺の安全ハンドブック

編 著　古米 弘明
　　　 山本 晃一
　　　 佐藤 和明
発 行　技報堂出版
価 格　1,900円（税抜）
発 刊　平成24年2月20日

  「河川におけるケイ酸など無機溶存物質の流出機構に関する研究会」の成
果を、わかりやすい読み物風にしながらも、専門的な知見もバランスよく整
理したもの。第三の栄養塩類としてケイ酸を位置付けて、ケイ酸に関する基
礎知識やモニタリングデータ、さらには関連の最新研究成果を取りまとめた。

ケイ酸　その由来と行方

編 著　山本 晃一
発 行　技報堂出版
価 格　3,200円（税抜）
発 刊　平成29年10月25日

　堤防は長い河川河道に沿った構造物であり、長い治水の歴史の産物
です。国土保全の観点から、機能及び安全性を評価し、維持管理体制の
明示化・システム化、技術の工学化が求められいる。河川管理施設として
最も重要であり、かつ合理的機能評価が難しい堤防を技術の変遷史とし
て記し、さらに今後の技術の方向性について述べている。

河川堤防の技術史
編 著　山本 晃一
発 行　技報堂出版
価 格　4,400円（税抜）
発 刊　平成26年9月12日

　総合土砂管理思想の変遷、総合土砂管理に関わる概念（理論）の提示、
流砂系における土砂動態の実態と評価手法、土砂の制御技術、土砂の量
的・質的不確実性の計画論への反映方法、総合土砂管理計画の基本構想
と計画思案を取り扱っている。

総合土砂管理計画　- 流砂系の健全化に向けて -

編 著　古米 弘明
　　　 川上 智規
　　　 酒井 憲司
発 行　技報堂出版
価 格　1,600円（税抜）
発 刊　平成24年3月15日

　河川・湖沼等の水域に供給される大気降下物由来の窒素化合物は、酸性
雨の原因物質であると共に、森林域の重要な栄養物質であり、その過剰は
土壌の酸性化と陸水の富栄養化をもたらす。本書では、窒素の捉え方、流域
の窒素管理の在り方について、様々な視点でわかりやすく解説している。

森林の窒素飽和と流域管理

著 者　山本 晃一
発 行　技報堂出版
価 格　6,400円（税抜）　
発 刊　平成22年1月25日

　沖積層を流れる河川の構造特性とその動態について説明したものであ
る。第Ⅰ部で移動床の水理について記したうえで、第Ⅱ部で中規模河川ス
ケール、第Ⅲ部で大規模河川スケールの構造を規定する要因と発達プロ
セスを説明し、第Ⅳ部では事例をあげ、その理論の適応性を検証した。

沖積河川　- 構造と動態 -
















